
丹後半島は、豊かな森里海の恵みや、大陸や京都からの
文化の継承を通じた独特の風土を背景にその時代ならで
はの、特徴ある事業を育んできた。特に近年は、 UI ター

ン者を中心に自分なりの視点で地域の事業に挑戦したいという人が多くいる。一方で地域事業には、いつの
時代も多様な応援の仕組み（人・もの・金）や、具体的にみんながうまく関わりあえる環境づくり、アイデ
アの共有・学び合いも不可欠である。そこで今回は、まずそんな地域事業に奮闘している地域事業者（ロー
カルアントレプレナー）の現場を巡り、取組を学ぶことで、お互いに切磋琢磨できる、小さくても関わり合
える（口コミや何かのイベントに参加する、アイデアを出すことから）小さな関係性をデザインするよう交
流会を開催する。パスを出し合うように、皆の意見を繋いで、学びを深めて行こう。

pass #1

１
９
９
２
年
生
ま
れ
。

京
都
市
の
出
身
。
大
学
を
卒
業
後
、

東
京
で
メ
ー
カ
ー
に
就
職
す
る
も
１
年
で
転
職
。
広
告

代
理
店
で
４
年
勤
務
す
る
中
で
サ
ウ
ナ
を
世
の
中
に
広

め
た
い
と
思
い
、
仕
事
を
辞
め
長
野
県
の
ア
ウ
ト
ド
ア

サ
ウ
ナ
施
設
で
１
年
間
修
業
す
る
。
地
方
と
ア
ウ
ト
ド

ア
サ
ウ
ナ
の
相
性
の
良
さ
に
可
能
性
を
感
じ
、
京
都
の

地
方
で
活
動
拠
点
を
探
し
始
め
る
。京
丹
後
で
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
開
業
し
て
い
る
吉
岡
氏
と
の
出
会
い
も
あ
り
２
０

２
１
年
に
移
住
。
京
丹
後
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
活
動
し
な
が
ら
、
茅
葺
古
民
家
を
改
修
し
た
ア
ウ
ト

ド
ア
サ
ウ
ナ
「
蒸 ‐

五
箇
サ
ウ
ナ‐

」
の
運
営
と
貸
切

サ
ウ
ナ
と
酵
素
浴
が
堪
能
で
き
る
「
ぬ
か
と
ゆ
げ
」
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。

五
箇
地
域
で
、

茅
葺
古
民
家
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
利

用
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
サ
ウ
ナ
を
運

営
。
薪
ス
ト
ー
ブ
で
サ
ウ
ナ
室
を
温

め
、
目
の
前
の
川
で
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン

し
、
自
然
豊
か
な
空
間
で
外
気
浴
を

丹
後
な
ら
で
は
の
事
業
を
行
う
２
人
と
共
に

ア
イ
デ
ア
を
考
え
、
学
び
合
う
交
流
会

蒸 -五箇サウナ -の

              キリくんを訪ねる

3/62023 . Mon

行
う
。
京
阪
神
か
ら
の
観
光
客
を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
て
週
末
限
定
で
完
全
事
前
予
約
制
の
ア
ウ

ト
ド
ア
サ
ウ
ナ
を
営
業
し
観
光
客
の
誘
致
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
毎
週
月
曜
日
は
地
域
開
放Day

「
み
ん
な
の
蒸
」
を
設
け
て
お
り
、
五
百
円
で
１

時
間
利
用
で
き
る
（
京
丹
後
市
の
方
は
五
百
円
、

そ
れ
以
外
は
千
円
１
時
間
）。
町
の
銭
湯
の
よ
う

「発信をサウナ層だけではなく、より広く
伝えるために多種多様な方が興味を持つプ
ランを作りたい！」

「丹後に多くの観光客を呼び込むため、サウ
ナと丹後のプレイヤー、コンテンツを繋げる」

「丹後にサウナ文化を定着させるため住民
の方が施設に関わるきっかけ作りたい！」

　
　

蒸-
五
箇
サ
ウ
ナ-

っ
て

こ
ん
と
な
と
こ

蒸-

五
箇
サ
ウ
ナ-

地
域
お
こ
し
協
力
隊

足
立 

キ
リ

天女の里
▶MAP

京丹後市峰山町鱒留１６４２

に
『
ヒ
ト
や
地
域
が

ゆ
る
く
繋
が
る
場
』

を
作
る
こ
と
を
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
し
て
お
り
、

事
業
性
と
社
会
性
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
両
立
し

地
域
発
展
に
貢
献
し
て

い
く
。

交流会で共に考える
これからの  蒸 - 五箇サウナ -

Instagram

はじまりの
パ
ス
を
出
す

15:00- 天女の里から街歩き
15:45- サウナの仕事見学
16:15- ワークショップ
17:30- サウナ体験

※希望者のみ (30分/500 円)
持ち物についてはインスタグラム
　　　　　　　　　　をチェック

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

集
合
場
所

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ



ローカル Xプロジェクトとは
「ローカル X プロジェクト」は、若者や女性など多様
な方が関わりやすいよう地域活動を支援し、地域を担
う人材の発掘や育成を推進するプロジェクトです。

pass # 2

１
９
８
６
年
生
ま
れ
。

出
身
は
京
都
市
。
元
消
防
士
。

妻
の
実
家
の
あ
る
京
丹
後
市
に
魅
了
さ
れ
、

２
０
１
９
年
に
家
族
４
人
で
移
住
。
現
在
、
京
丹
後
市

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
動
し
な
が
ら
、『
丹
後
エ

ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
』を
起
業
。
移
住
を
き
っ
か
け
に
知
っ

た
海
ゴ
ミ
の
問
題
に
取
り
組
む
た
め
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー

ン
の
企
画
・
運
営
や
、
オ
ラ
ン
ダ
生
ま
れ
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『Precious Plastic

』

を
行
う
。
現
在
は
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
やPrecious 

Plastic
を
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
く
学
べ
る
体
験

と
し
て
提
供
し
て
い
る
。  

丹
後
に
移
住
し
海
ゴ
ミ
の
存
在

を
知
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
、
海
ゴ
ミ
に
関
す
る
活
動
を

始
め
る
。
地
元
住
民
が
実
施
す

る
海
岸
清
掃
に
参
加
し
た
り
、

ま
ち
の
有
志
を
募
り
「
誰
で
も

楽
し
く
参
加
で
き
る
環
境
活

動
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
定
期
的
に

丹後エクスペリエンスの

　　　やっさんを訪ねる

3/22
2023 .

Wed

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。
海
ゴ

ミ
の
処
分
方
法
に
課
題
を
感
じ
、
資
源
や
モ
ノ
、

ゴ
ミ
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
を
作
ろ
う
と
、

オ
ラ
ン
ダ
生
ま
れ
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト『Precious Plastic

』を
始
め
る
。

現
在
、
手
作
り
の
リ
サ
イ
ク
ル
マ
シ
ン
を
使
い
、

ま
ち
で
集
め
ら
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
を
ア
ッ

プ
サ
イ
ク
ル
す
る
活
動
を
行
う
。
現
在
ま
で
の
活

「丹後で、地域のこどもたちが自分で考え、
行動できる、生きる力を育んでいくような
場所・仕事をつくる」

「海ゴミの回収・搬送処理をしたい！」

「未来を生きる子どもたちに豊かな海を残して
いくために、海ゴミへのアクション」

丹
後
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
が
行
う

海
ゴ
ミ
で
で
き
る
こ
と

丹
後
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス

地
域
お
こ
し
協
力
隊

八
隅 

孝
治

丹後エクスペリエンス
▶MAP
京丹後市網野町浅茂川２７２

動
や
経
験
を
踏
ま
え
て
、

教
育
機
関
へ
の
講
演
や
、

課
題
解
決
型
授
業
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス
、
大
学
生
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
へ
の

対
応
も
行
う
。

交流会で共に考える
これからの  
丹後エクスペリエンス

WEB

はじ
ま
り
の
パ
ス
を
出
す

14:00- まち歩きで海ゴミ
15:00- プレシャスプラスチックの見学
16:00- ワークショップ

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

集
合
場
所

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

丹後ならではの事業を行う２人と共に
アイデアを考え、学び合う交流会

主催：京丹後市（地域コミュニティ推進課）
企画・運営：一般社団法人丹後暮らし探求舎　

プ
レ
シ
ャ
ス　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

エックス

申込方法
それぞれの QRコード
よりお申込ください。

〈お問い合わせ先〉
丹後暮らし探求舎（担当：崎川）
TEL :
080 -4769 -5427
MAIL :
sak ikawa@tankura . com

または問い合わせ先
までご連絡ください。

pass #1
蒸 - 五箇サウナ - の
キリくんを訪ねる
締切：3/4（土）

pass #2
丹後エクスペリエンス
のやっさんを訪ねる

締切：3/20（月）


